
平成１６年度事業活動報告 

平成１６年４月 １日から

平成１７年３月３１日まで

 

日本数学協会

 

１．会 員（平成１７年３月３１日現在）  

  ・正会員 ８６６   

  ・賛助会員 １２ （１５口） 

 

２．役 員（任期：平成１４年１２月７日～平成１７年３月３１日） 

＊役職ごとに五十音順・敬称略

  ・会 長   上野 健爾（京都大学） 

  ・副会長   岡部 恒治（埼玉大学）、岡本 和夫（東京大学） 

田村 一夫（田村教育総合学院）、八文字 敏宏（（学）八文字学園）  

  ・幹 事   有田 八州穂（杉並区立杉並第三小学校）、岡久 泰大（富岡生光珠算学校）

亀井 哲治郎（亀書房）、河野 貴美子（日本医科大学） 

川又 和雄（川又珠算学校）、草栁 康子（横浜創英高等学校） 

黒木 哲徳（福井大学）、中島 利郎（（学）有坂中央学園） 

藤井 將男（大東文化大学）、逸見 由紀子（東京都立大崎高等学校） 

吉田 松雄（（学）吉田学園）  

  ・理 事   新井 紀子（国立情報学研究所＜平成１５年２月２３日から＞） 

天岩 靜子（信州大学）、植田 隆巳（大阪府立枚方西高等学校） 

岡本 龍明（ＮＴＴ情報流通プラットフォーム研究所） 

小川  束（四日市大学）、蟹江 幸博（三重大学）、川島 隆太（東北大学） 

木戸 哲也（大阪府立盾津高等学校）、公庄 庸三（清風高等学校） 

佐藤 健一（日本数学史学会）、澤口 俊之（北海道大学） 

菅原 邦雄（大阪教育大学）、高田 加代子（数学教師） 

仲里  真（神奈川県教育委員会）、中村 文則（札幌藻岩高等学校） 



西村 和雄（京都大学）、西山  豊（大阪経済大学） 

野崎 昭弘（大妻女子大学）、深川 英俊（名城大学） 

藤本 トモエ（トモエ算盤（株））、細谷 秋男（（学）細谷学園） 

真島 秀行（お茶の水女子大学）、横山 千恵子（色彩コーディネーター）  

  ・監 事   後藤 一呂志（墨田珠算学院）、武田 紀久雄（公認会計士） 

坪内 孝満（（学）坪内学園） 

 

３．委 員 

  ＜編集委員会＞ 

  ・委員長   岡部 恒治（埼玉大学） 

  ・委 員   赤荻 進一（東京都立戸山高等学校）、新井 紀子（国立情報学研究所）、

有田 八州穂（杉並区立杉並第三小学校）、上野 健爾（京都大学）、 

岡久 泰大（富岡生光珠算学校）、岡本 和夫（東京大学）、 

亀井 哲治郎（亀書房）、河野 貴美子（日本医科大学）、 

野崎 昭弘（大妻女子大学）、藤井 將男（大東文化大学）、 

逸見 由紀子（東京都立大崎高等学校） 

 

４．事 業  

  （１）会 議 

  ①第３回総会 

  ・日 時   平成１６年５月１６日（日）１５：００～１６：００ 

・場 所   東京大学数理科学研究科棟１１７号講義室 

・出席者数   １７４人（うち委任状１４７人） 

・議 題   （１）会則の改正（案）について 

（２）理事の選出規程（案）について 

（３）平成１５年度事業活動報告（案）・同収支決算（案）について

（４）平成１６年度事業活動計画（案）・同収支決算（案）について

（５）その他 
  



 

  ②第１回臨時総会 

  ・日 時   平成１６年８月１９日（木）１３：４０～１４：１０

・場 所   東京大学数理科学研究科棟大講義室 

・出席者数   １７７人（うち委任状１３７人） 

・議 題   （１）次期役員の選任について

（２）その他 
  

 

  ③理事会 

  

回数・日時 場 所 
出席者数

（人） 
議   題 

第３回 

 ５月１６日（日） 

  １３：００～１４：４０
 

東京大学数理科

学研究科会議室 

１７ （１）第３回総会の議題及び役割分担について 

（２）平成１６年度の事業（年次大会、公開講演会、分科会、機関

誌、会報等）の進め方について 
 

第４回 

 ８月１９日（木） 

  １３：００～１３：３０
 

東京大学大学院

数理科学研究科

棟０５６講義室 

１５ （１）各分科会の運営委員について 

（２）次期役員の選任について 

（３）その他 
  

 

  ④幹事会 

  

回数・日時 場 所 
出席者数

（人） 
議   題 

第７回 

 ４月２５日（日） 

  １３：００～１６：００
 

埼玉大学東京ス

テーションカレッ

ジ 

１０ （１）今後の取り組みについて（案） 

（２）平成１５年度事業活動報告（案）・同収支決算（案）について

（３）平成１６年度事業活動計画（案）・同収支予算（案）について

（４）役員の選任規程（案）および次期役員候補について 

（５）会則の改正（案）について 

（６）第３回総会の議題および役割分担について 

（７）今後のスケジュールについて 



（８）その他 
 

第８回 

 ６月２７日（日） 

  １３：００～１６：００
 

埼玉大学東京ス

テーションカレッ

ジ 

５ （１）次期役員候補者の選定および第１回臨時総会について

（２）第２回年次大会について 

（３）数学文化公開講演会について 

（４）機関誌「数学文化」について 

（５）会報について 

（６）その他 
 

第９回 

 １０月３日（日） 

  １３：１０～１５：１０
 

埼玉大学東京ス

テーションカレッ

ジ 

７ （１）今後の事業および進め方について 

（２）会員増強策について 

（３）平成１７年度以降の事務局体制について 

（４）その他 
 

第１０回 

 １月２３日（日） 

  １３：０５～１６：１０
 

埼玉大学東京ス

テーションカレッ

ジ 

７ （１）平成１６年度収支決算見込（素案）について 

（２）平成１７年度収支予算（素案）について 

（３）今後の事業について 

（４）平成１７年度からの事務局体制について 

（５）その他 
  

 

  ⑤監事会 

  

回数・日時 場 所 
出席者数

（人） 
議   題 

第２回 

 ５月１０日（月） 

  １５：００～１７：００
 

日商特別会議室

（東京商工会議所

ビル６階） 

２ （１）平成１５年度事業活動報告（案）について

（２）平成１５年度収支決算（案）について 

（３）その他 
  

 

  ⑥編集委員会 

  回数・日時 場 所 
出席者数

（人） 
議   題 



第５回 

 １０月３日（日） 

  １５：１０～１７：１０
 

埼玉大学東京ス

テーションカレッ

ジ 

８ （１）機関誌「数学文化」（第３号）について 

（２）会報について 

（３）編集委員会の委員について 
  

 

  （２）数学文化公開講演会 （敬称略）

  

回数・日時 場 所 
出席者数

（人） 
議   題 

 ６月１３日（日） 

 （展示） 

  １１：００～１６：００

 （講演） 

  １３：００～１６：００

 
 

名古屋大学大学

院多元数理科学

研究科５階講義

室(東山地区) 

６０ （展示） 

・算額（熱田神宮の複製算額と全国で最小の現存算額）

・数学模型 

（講演） 

・「ふしぎ面白正多面体」 

 京都大学名誉教授  

  宮崎 興二 氏 

・「算額紹介」 

 名城大学非常勤講師・理学博士  

   深川 英俊 氏 
  

 

  （３）第２回年次大会 

  ・日 時   ８月２１日（木）～２２日（金） 

・場 所   東京大学数理科学研究科棟大講義室 

・参加者数   １０３人（２日間の延べ人数） 

＜内 容＞ 

○開会挨拶   日本数学協会  会 長  上野 健爾  

○特別講演  「数学と文化」 日本数学協会 会長 上野健爾 

○分科会ごとの意見交換 

○一般講演   ・

・

「Schwarzshild の線素における光速に近い回転運動の考察」室井正史（数楽分科会） 

「母集団分布推定の為の新しい数値積分法」岸清武（数楽分科会） 



・

 

・

・

・

・

・

・

「ゼータ関数の瞬時スペクトルより得られる Euler 積」武捨貴昭（数学数学関連領域研究分科

会） 

「アフィン変換の描く２次曲線を見る」小島誠（数楽分科会） 

「カライドサイクルの数理と展開図の自動作成」大西俊弘（数楽分科会） 

「任意の角を三等分せよ」加藤幸男（数学数学関連領域研究分科会） 

「古代における数の表現方法と計算方法」佐野隆美（珠算和算分科会） 

「三大作図不可能問題と折り紙」染谷淳一郎（数楽分科会）  

珠算の高段者によるパソコンを活用した暗算のデモ 

演技者：松田沙也香  指 導：益田 明（珠算和算分科会） 
 

○ヤング・セッション  ・「パイの算出方法に関する一考察」南村典彦（数楽分科会） 

・「折り紙の数論的性質」渋川元樹（数楽分科会） 

○閉会挨拶  日本数学協会  副会長  田村一夫 
 

 

  （４）分科会活動等を通じた会員相互の交流促進 

  

・会員相互間の交流促進を図るために、所属分科会を記載した都道府県別の会員名簿（平成１６年８月）を作成し、第２

回年次大会開催時に配布した。 

・中部支部および近畿支部の設立に向けて、準備会合（講演会）を開催した。 
 

 

  （５）機関誌「数学文化」の編集・発行 

  

・第３号を１０月２０日に発行し、全会員に送付するとともに、全国の主要書店で販売した（２，０００部）。特集は、「形で遊

ぼう」。 

・・第４号の発行に向け、共催事業「和算の贈り物」の取材および原稿の執筆依頼等を行った。 
 

 

  （６）会報の編集・発行 

  

・第７号を６月３０日に発行した（８２０部）。 

・第８号を１１月１０日に発行した（８５０部）。

・第９号を３月２５日に発行した（８７０部）。 
 

 



  （７）ホームページのコンテンツの充実 

  
・日本商工会議所の機関誌「石垣」に「経営者のための数楽講座」というタイトルで役員のエッセイを寄稿しているが、そ

のエッセイをホームページに引き続き掲載した。 
 

 

 （８）共催事業 

 
・１２月１１日（土）～２５日（土）にかけて、文京シビックセンター（東京都文京区）において「和算の贈り物」（文京区・お茶

の水女子大学共同企画）を開催し、機関誌や会報でＰＲした。 
  

   

 


